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１ 食品表示の適正化に向けた取組について 

11月17日、消費者庁は表記について公表した。これは、10月25日、厚生労働省が公

表した令和４年度食品、添加物等の年末一斉取締りの実施についてと連携するもので、

その主な内容は次のとおり。 

国及び都道府県等においては、食品衛生の監視指導の強化が求められる年末におい

て、食中毒などの健康被害の発生を防止するため、従来から食品衛生の監視指導を強

化してきたところですが、例年どおり、この時期に合わせ、食品等の表示の信頼性を

確保する観点から、食品表示の衛生・保健事項に係る取締りの強化を全国一斉に実施

します（別紙）。 

（１）実施時期：令和４年12月１日から同月31日まで 

（２）主な監視指導事項 

ア アレルゲン、期限表示等の衛生・保健事項に関する表示 

イ 保健機能食品を含めた健康食品に関する表示 

ウ 生食用食肉、遺伝子組換え食品等に関する表示 

エ 道の駅や産地直売所、業務用加工食品に関する表示 

オ 食品表示基準に基づく表示方法の普及・啓発 

https://www.caa.go.jp/notice/assets/representation_cms214_221117_01.pdf 

 

２ 食品添加物は危ないの？複合的な影響は？－添加物に関する質問に食品安全委員会川

西徹委員がお答えします－ 

11月17日、食品安全委員会は標記情報を公開した。その主な内容は次のとおり。 

食品安全委員会は7月から3回にわたって、添加物についてのリスクコミュニケーシ

ョン「食品添加物のリスク評価をアップデート─評価指針を改定、ワイン添加物も

続々評価─」を開催しました。報道関係者、食品安全モニター、事業者など300人あま

りの方々に参加いただきました。 

各回とも前半では、食品安全委員会が昨年度に行なった添加物の評価指針改定につ

いて、化学物質のリスク評価を担当する川西徹委員が話題提供しました。そこで、主

な質問について川西委員にウェブサイト上で解説してもらうことにしました。 

海外で禁止されている添加物がどうして日本で使われているの？日本は緩いの？添

加物を複合して摂ったときのリスクは？なるべくなら動物試験はしてほしくないんだ

けど……。さまざまな質問、意見にお答えします。 

Q&A 

https://www.caa.go.jp/notice/assets/representation_cms214_221117_01.pdf
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Q1. 添加物のリスク評価は、どのように行っているのか？ 

Q2. 海外と日本とで使える添加物の種類が異なるのはなぜ？日本は評価基準が緩いの

か？ 

Q3. 複数の添加物を同時に摂取する「複合ばく露」をどう考えたらよいのか？食品内

で添加物同士が反応して安全性が変わる可能性は？ 

Q4. 動物試験は減らせるか？ 

Q5. この添加物が危ない、というニュースが出た時、どういうところに注意して受け

止めたらよいか？ 

Q6. 添加物に関する情報はどこにあるか？ 

https://www.fsc.go.jp/foodsafetyinfo_map/tenkabutsu_anzen.html 

https://www.fsc.go.jp/foodsafetyinfo_map/tenkabutsu_anzen.html

